
伝々夢詩 No.30 2019/02/22

愛西学園・愛知黎明教育研究所通信 発行責任 佐藤廣和

授業改革フェスで黎明生徒大活躍！

2月17日、市邨高校を会場に授業改革フェスが行われました。午前には「公開授業模擬国民投

票」が開かれ、福島県の高フェス生徒も加わり生徒・教員など約100名で会場は満員。愛知高フェス

前実行委員長の栗山リンダさんは、昨年５月の新入生歓迎

フェス・高校生議会で提起された模擬国民投票の実施経過

と中間集約結果を１０分間にわたって報告しました。

模擬国民投票は全国１５都道府県３２校で実施されてお

り、現在までに７７００名を越える中高生が投票しています。

全国でも愛知でも「改憲賛成」が約２７％、「改憲反対」が

７３％です。

全国的な投票結果については以下の５点が特徴としてあげられました。

１．改憲に賛成より反対が上回ったこと。男子生徒に賛成が多く女子生徒は反対が多いこと。

２．立憲主義に関する事前学習が投票行動に違いを生んだ。

＊立憲主義：憲法は国民（＝主権者）が権力（者）を規制するもの。

３．実行委員会が作成したビデオを視聴した影響。本番の国民投票ではテレビでの意見広告

が影響をもたらす可能性が大きいことに注意する必要有り。

４．国民投票に関して学校の取り組みの必要性を８割の生徒が認めている。

５．実際に国民投票が実施される場合「必ず行く」「多分行く」をあわせて８４％の回答。

愛知では東邦、豊橋中央、岡崎城西、淑徳高校などが先陣をきるなか、愛知黎明高校ではなかな

か取り組みが進まなかったようです。生徒の実行委員会で投票率の目標を８０％に設定しようという

意見が出た時は「８０％はえれえだろう。」とリンダさんは思ったそうです。しかし実行委員のメンバ

ーが期日前投票や選管への働きかけ、ポスター作りなどの活動を工夫し、先生方の協力も得て、投

票率は全国に誇れる８４％を越えました。「投票に行くのが当たり前」という雰囲気ができたのがこの

高い投票率に示されています。

午後の生徒発表では、黎明高校模擬国民投票実行委

員会のメンバーが経過やそれぞれの思いを報告しまし

た。投票率が高かった事に関して、メンバーの一人は「人

に誘われたから行く、ではだめ。自分で考え、自分で行く

という姿勢でなければ意味がない。」と、なかなか厳しい

意見も出し、この投票を真剣に考えていることが理解でき

ました。黎明生の発表がほぼ同じ時間帯に重なったため、

全部の発表が聴けませんでした。ごめん

なさい。

この他、先生方の「教材展」では日頃の

実践の一端を見させていただきました。

（インターンシップでお世話になったアス

クネットの肥田さんも黎明の教材を見てま

したよ！）




